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東 大 は 世 界 一 の大 学 だ!

2007年12月17日
「東京大学アクション・プランガイドブック2008」刊行!
東京大学130周年記念出版

130周年を記念して「東京大学アクション・プランガイドブック2008」という本が12月17日に刊行されます。

「東京大学ホームカミングデイ公式プログラム2007」は、

130周年を迎える大学を卒業生の皆様に味わっていただけるよう

ガイドブックのエッセンスをお届けする内容になっております。
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東 京 大 学 130 周 年 お め で と う ！

ongratulations to President Komiyama and his team on Tokyo University

completing 130 years of significant contributions to making it a better Japan

and a better world. The university has distinguished itself in many areas -

science, technology and liberal arts. Being a student and an alumnus of this great university

has become a badge of honor in Japan. The university has been ranked #1 in Japan and in

the top ten in the world, thanks to its relentless focus on excellence in education and

research. 

hat should be the new agenda for the university in the next hundred years?

Academicians world over will be busy in extending the frontiers of research

and applications in Information Technology, Bio - techonolgy, Nano-

technology and Quantum Computing, among other areas. These technologies have a great

potential to improve the quality of water, air, food and healthcare. Global warming is

another hot issue that deserves our urgent attention. I want this pre-eminent university of

the world to be the leader in research in these areas and make this a better world for the

coming generations. I want this university to become more and more international. I want

this university to become the place that leading researchers from all over the world would

crave to come to. Knowing the faculty and students of this university, I have immense

confidence that this university will achieve all of these in the coming years. 

My best wishes for a great future.

C

W

よ
りよい日本、よりよい世界の構築に130年にわたり素晴らしい貢献をして

きた東京大学、そして小宮山宏総長、おめでとうございます。東京大学は

科学、テクノロジー、教養といった多くの分野で目覚ましい活躍をしてき

ました。貴学の学生、そして卒業生であることは日本における名誉の印です。貴学は、

その卓越した教育と研究の妥協なき追究により日本随一の大学、そして、世界トップ

10にランクされる大学として知られています。

次
の100年に東京大学に与えられる使命とは何でしょう。学術の世界は情報

技術、バイオテクノロジー、ナノテクノロジー、量子コンピューティング

などさまざまな分野でさらなる研究と応用に多忙をきわめることになるで

しょう。これらのテクノロジーは水資源、大気、食糧、ヘルスケアの質を高めるポテ

ンシャルを秘めています。地球温暖化もまた緊急を要する課題のひとつです。私は、

貴学にこれらの分野における研究で先導的な役割を担い、来る世代によりよい世界を

残してもらいたいと考えています。そして貴学にはさらに国際的な大学になっていた

だきたいと考えています。学術機関のリーダーとして世界から研究者が参加を願うよ

うな大学になっていただきたい。私は貴学の優れた教員と学生を知る者として、東京

大学が将来にこれらすべてを成し遂げることができると確信しております。東京大学

の益々のご発展をお祈りいたします。

N.R.ナラヤナ・ムルティ
インフォシス創設者・会長、チーフメンター

世界の知性＝プレジデンツ・カウンシルメンバーからのお祝いのメッセージが届いています。

N.R.
NARAYANA
MURTHY

Chairman of the Board,Infosys Technologies Limited
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総長小宮山宏のリーダーシップにより
大きく変わろうとしている東京大学。
先日行われた気鋭の脳科学者茂木健一郎さんによる
インタビューの中から
総長の発言を抽出して紹介します。

撮影／立木義浩

小宮山宏インタビュー

東京大学総長

この企画は12月17日に刊行される「東京大学アクション・プランガイドブック2008」に掲載されます。乞うご期待！

21世紀になってこのまま地球は存続していけるのかという大きな問題に直面している。

この地球を未来にむけて持続可能な世界にすることは、学問に課せられた大きな課題だ。

東大はこの問題に真剣に取り組む。問題を解決するのが学問だと思う。

アクション・プランは社会に対する東京大学の宣言だと思ってほしい。

大学内部そして外部の方 と々の気の遠くなるほどの長時間のセッションの中から作られたものだ。

大学のかかえる諸問題。専門バカ、セクショナリズム、過度の細分化……。

今、私たちは地球におきているさまざまな問題を解決するために新しい学問を創造する必要がある。

東大のやることはそれだ。

大学は「象牙の塔」ではいけない。社会に開かれたものでなければならない。

だからといって実学に埋没していては危うい。

人とは何か？ 自然とは何か？　こうした「文学」や「理学」そして「教養」という根源的な思考をしながら

社会で今起きている問題に立ち向かわなくてはいけない。

それぞれが真剣に己の欲するところによって学問をしなくてはいけない。

多様でしかも自由なところから新しい叡智が生まれる。

個々の取り組みからやがて新しい協調が生まれてくる。どんどん勝手にやればいい。

ネット社会になって学問の世界もオープンになってきた。

世界中の論文を時空を超えて学べるような時代だ。

しかし、師弟が対話や問答をしてはじめて大学だろう。「君、ここはちがうんじゃないのか？ どうだ？」

東京大学の箱や仕組みも大事だが、やっぱり人だろう、大学というのは。

東大とは社会に開かれた、直接人と人がぶつかり合う学びの場でなければならない。

持続可能

学問の創造

社会とのつながり

大学の自治・自由

人間
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創立130周年記念式典、 ホームカミングデイ、同時開催！
2007年11月１0日（土）本郷キャンパス・駒場キャンパス
東大アラムナイホームページ［http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp］

東京大学は創立130周年を迎えました。
本日、東大の歴史を振り返る「創立130周年記念式典」、

並びに旧友との絆を深める
「ホームカミングデイ」を同時に開催いたします。

ノーベル賞受賞者としても知られる東大を代表する研究者、
江崎玲於奈先生、大江健三郎先生、小柴昌俊先生をお招きして
記念講演を行います。東大のこれまでの130年を見つめなおし、そしてこれからの130年を思い描く。
いつまでも語り継がれるはずのこの記念講演をぜひお楽しみください。

T14年大阪府生ま
れ。S22年理学部物
理学科卒業。S48年
ノーベル物理学賞を
受賞。現横浜薬科大
学学長。

江崎玲於奈
（えさきれおな）

第6回東京大学ホームカミングデイ2007タイムテーブル

記念講演：安田講堂（10：00～）〈事前申込制〉

創立130周年記念式典

東京大学創立130周年記念式典
ノーベル賞受賞者講演／記念式典

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

安田講堂

本
郷

駒
場

山上会館

御殿下グラウンド

工学部2号館

安田講堂裏

中央食堂

法科大学院ガラス棟

コミュニケーションセンター

法文1号館

総合研究博物館

史料編纂所

総合図書館

懐徳館

本郷キャンパスツアー

駒場博物館

コミュニケーション・プラザ

本郷いちょう藝術祭
（コンサート）

ワンダーフォーゲル部OB会
利き酒会／講演会山岳写真パネル展示（終日）

歓迎レセプション（懇親会）

駒場の樹木をめぐる
イベント

オープニングセレモニー
～学生によるピアノ演奏会

記念写真撮影会

安田講堂レゴブロック展示

東大落語会寄席（落研OB）

『異星の踏査―「アポロ」から「はやぶさ」へ―』展

所蔵貴重史料（パネル展示）、史料保存技術室の業務（修復・映写・模写・写真）紹介（ガラスケース展示）

「東京大学創立130周年・総合図書館再建80周年記念特別展示―世界から贈られた図書を受け継いで―」

懐徳館一般公開・現役茶道部員お茶会

現役学生による本郷キャンパスツアー

「機械じかけの音楽」展

映画『不都合な真実』上映会／環境シンポジウム

少年少女サッカー教室 サッカーホームカミングゲーム

世界最先端「東大のヒューマノイドロボット」展示

東大にまつわる古書展示／古書なんでもアドバイザー

越後の銘酒即売会

浪曲師
春野恵子氏口演

S10年愛媛県生ま
れ。S34年文学部フ
ランス文学科卒業。
H6年ノーベル文学
賞を受賞。作家。

大江健三郎
（おおえけんざぶろう）

T15年愛知県生ま
れ。S26年理学部物
理学科卒業。H14年
ノーベル物理学賞を
受賞。東京大学特別栄
誉教授。

小柴昌俊
（こしばまさとし）
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イベント一覧
学部・研究科・研究所からのおすすめイベント

130周年記念特別企画

キャンパス散策

プロのカメラマンがお撮りします。撮影は無料。
後日インターネットでお好きな写真をお選びいただきます。
毎年好評の「アカデミックガウン」もご用意していますので、
ポーズを決めて、あの頃に思いを馳せてください。
【場所】山上会館 【時間】10：00～16：00

ご来場の記念に！『記念写真撮影会』

恒例となった本郷キャンパスツアー。
普段は予約を取りづらい人気の企画です。
「知のプロムナード」も整いつつあり、
ますます豊かになるキャンパスをご覧ください。
【集合場所】正門前　【時間】10：00～16：00（受付15：00まで）

現役東大生がご案内する「キャンパスツアー」

こちらも毎年人気の企画。現役茶道部学生がお点前を披露します。
「加賀藩前田家」縁の建物・庭園でゆったりとした時間を。
【場所】懐徳館（総合研究博物館奥）
【時間】10：00～16：00

東大の迎賓館「懐徳館」一般公開／茶道部お茶会

史料編纂所「所蔵貴重史料（パネル展示）」等
総合研究博物館『異星の踏査―「アポロ」から「はやぶさ」へ―』展、
総合図書館「―世界から贈られた図書を受け継いで―」などを企画。
キャンパスにある「宝」の数々をあらためてご実感ください。
【場所】史料編纂所、総合研究博物館、総合図書館
【時間】10：00～17：00

キャンパス施設開放

五月祭で披露されるなり各紙で話題となった
「レゴによる安田講堂」を、東大レゴ部の協力で一般公開。
【場所】コミュニケーションセンター内　【時間】9：30～18：30

あの「安田講堂レゴ」展示

まさに世界をリードする東大の技術がここに。
ここまで人間に近づいたロボットを体感してください。
【場所】工学部2号館フォーラム 【時間】13：00～16：00

世界最先端「東大のヒューマノイドロボット」登場

古書店組合文京支部のみなさまの協力企画。
古書のことなら、なんでもお答えします。
稀少本にも出合えるかもしれません。
【場所】工学部2号館フォーラム 【時間】11：00～15：00（予定）

東大にまつわる古書展示／古書なんでもアドバイザー

東大生協による創立130周年記念ラベル銘酒の販売や、
酒造りビデオの上映があります。
【場所】安田講堂裏（生協第二購買部前） 【時間】10：00～16：30

越後の銘酒即売会

全国各地の地域同窓会のみなさまのご協力で、
名産・地域限定グッズなどをご用意。
来場者ならばどなたでも参加いただけます。
※抽選券にご連絡先をご記入いただき、正門、赤門等の各受付に、
13：00までにご投函ください。

同窓会連合会主催「お楽しみ抽選会」
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ピックアップイベント

いちばん身近な環境サミット

知っているようで深く理解できていない

「環境」というテーマ。

わたしたち一人ひとりが、

今この瞬間から実際にできることは何か。

パネルディスカッションを通じて、

卒業生そして学生のみなさんとともに

考えていきます。

環境シンポジウム
「環境保護へのアクション（仮題）」
15:00頃～16:30頃
法科大学院ガラス棟

地球は人類にとって、ただひとつの故郷。
その地球が、今、最大の危機に瀕している。
キリマンジャロの雪は解け、北極の氷は薄くなり、
各地にハリケーンや台風などの災害がもたらされる。
こうした異変はすべて地球の温暖化が原因といわれる。
年々、上がり続ける気温のせいで、地球体系が激変し、
植物や動物たちは絶滅の危機にさらされる……。
傷ついた地球を救うため、
一体、今の私たちに何ができるのだろう？
（『不都合な真実』ホームページより抜粋）

映画『不都合な真実』
上映会
13:00～14:45頃
法科大学院ガラス棟

（いいだ てつなり）NPO法人環境エネルギー政策研究所所長。1959年
山口県生まれ。京都大学工学部原子核工学科、東京大学大学院先端科
学技術研究センター博士課程単位取得満期退学。自然エネルギー政
策を筆頭に、市民風車やグリーン電力など日本の自然エネルギー市
場における先駆者かつイノベータとして、国内外で活躍。

［パネリスト］ 末吉竹二郎
（すえよしたけじろう）1945年生まれ。国連
環境・計画金融イニシアチブ（UNEP FI）特
別顧問。1967年東京大学経済学部卒業。日
興アセットマネジメント時代にUNEP FIの運
営委員会のメンバーに就任。現在も、引き
続きUNEP FIに関わるほか、環境問題や企
業の社会的責任（CSR/SRI）について、各種
審議会、講演、TV等で啓蒙に努めている。

住明正

飯田哲也

（すみ あきまさ）東京大学サステイナビリティ
学連携研究機構統括ディレクター・教授。1948
年生まれ。1971年東京大学理学部物理学科卒
業。1973年同大学院理学系研究科物理学専攻
修士課程修了、気象庁勤務を経て、1991年東
京大学気候システム研究センター教授。2006
年東京大学サステイナビリティ学連携研究機
構・教授。専門分野は気象学、気候力学。

［モデレータ］
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お楽しみ抽選会

おすすめコースA「朝からコース」

創立130周年記念「ノーベル賞受賞者講演会」

創立130周年記念式典

ご来場の記念に！「記念写真撮影会」

世界最先端「東大のヒューマノイドロボット」登場
東大にまつわる古書展示／古書なんでもアドバイザー

現役東大生がご案内する「キャンパスツアー」
東大の迎賓館「懐徳館」一般公開
茶道部お茶会

キャンパス施設開放
あの「安田講堂レゴ」展示

イベント一覧 ホームカミングデイの楽しみ方

ほっとひと息入れたい時には

東京大学ホームカミングデイへようこそ。わしが、ナビゲーターの「赤門爺」じゃ。
ここでは、爺おすすめのイベントスケジュールを紹介するので、参考にしてほしい。
ノーベル賞受賞者による講演会から懐かしのキャンパス探検。
夕方には多くの学部で懇親会も開催されるぞ。恩師や旧友に出会えるかもしれんのう。

「友人と待ち合わせるのに、集合場所がほしい」方々、「歩き疲れた
ので腰をおろしてひと息いれたい」方 、々安田講堂裏に設けた「お休
み処」を軽食・飲物などにご利用ください。工学部2号館の「屋内お
休み処」もあります。
「日も暮れたが折角の機会だから、皆でビールでも呑みながらもう少
し語ろうか」という方々、バス停奥の「第2食堂」2階で、「同窓会集
まれ！」の懇親会を用意しました（格安会費です）。少人数でもお気
軽にお越しください。

9:50 お楽しみ抽選会11:30

10:00

11:40

13:00

13:30

14:30

最初に必ず福引抽選券を受付ボックスへ。
忘れた頃に（？）賞品が届くかもしれん。

東大が誇るノーベル賞受賞者による講演会。
130周年記念の年ならではの特別企画じゃ。

キャンパスのあちらこちらに見学スポットが散在しておる。
時間が許す限り秋の散策じゃ。

講演会に続いて式典が開催される。
さまざまな映像で130周年を振り返る。
懐かしいのぉ･･･最後は「東大の歌」を斉唱じゃ。

デジカメのスナップもよいが、
プロのカメラマンに撮影してもらってはどうじゃ。
アカデミックガウンをまとい、素敵な記念になるはずじゃ。

工学部の未来を感じさせる2号館でひと休み。
ロボットや古書の展示もあるぞ。
ん？あの動きはほとんど人間だのぉ。

初めてのホームカミングデイということは、
キャンパスも何年ぶりかのぉ。現役の東大生に
キャンパスの今を案内してもらってはいかがかな。

最初に必ず福引抽選券を受付ボックスへ。
忘れた頃に（？）賞品が届くかもしれん。

東大の迎賓館「懐徳館」一般公開
茶道部お茶会

11:40

VIPをおもてなしする「懐徳館」をホームカミングデイ
一日だけ一般に開放。前田家縁の趣ある建物で
庭園を眺めながら、ゆっくりと過ごされよ。

東大生がご案内する「キャンパスツアー」12:00

初めてのホームカミングデイということは、
キャンパスも何年ぶりかのぉ。現役の東大生に
キャンパスの今を案内してもらってはいかがかな。

映画『不都合な真実』上映会
環境シンポジウム

13:00

この映画は話題になったようじゃが、まだ見ていないとは。
この機会にどうじゃ。シンポジウムには環境分野の第一人者
が参加されるようじゃし、学生も多く来るとのこと。
ともに環境を考える機会になればよいのぉ。

各学部懇親会16:30

多くの学部で懇親会が開催される。恩師や旧友に
会えるかもしれんのぉ。気軽にのぞいてみてはどうじゃ。

おすすめコースB「昼からコース」

【場所】地震研究所1号館セミナー室　【時間】15：00～17：00

地震研究所学術講演会
「最近の日本海側の被害地震について」

農学部「講演会・上映会」

食の安全・安心～食べるリスクとどう向き合うか～
食の安全研究センター長　局博一教授（獣医学専攻）

マンボウの話
渡辺佑基氏

一高駒場移転行進（記録映像）
弁士：會田勝美名誉教授

【場所】弥生講堂一条ホール　【時間】15：00～16：30

鶴尾隆（財）癌研究会癌化学療法センター所長
【場所】薬学部講堂（総合研究棟2階） 【時間】15：00～16：00

薬学部講演会
「抗がん剤の現状と今後」

映画の上映と岡本太郎氏のトークを交えた講演会「いつのまにかイタリ
ア映画と」。懐かしいキャンパスでの午後のひとときを、知的な雰囲気にひ
たって過ごしてはいかがでしょうか。
【場所】法文2号館2階 1番大教室　【時間】14：30～

文学部
「伊映画上映と講演会」

おすすめ学部・研究所イベント

卒業生による卒業生のための
アトラクション

教育学研究科准教授　本田由紀
現代に生きる若者の諸問題を考える
【場所】教育学部156番教室　【時間】16：00～

教育学部特別講演会
「若者の現在」

昨年の初口演は大好評！今年もはるばると上京しての母校凱旋口演です。
【場所】工学部2号館 221号教室　【時間】14：00～15：00

浪曲師春野恵子氏口演（関西東大会イベント）

【場所】法文1号館 113教室
10:30～　福井康雄さんを囲む「天文学懇話会」

（1974年理学部ＯＢ、現名古屋大学教授）
13:00～　丸山徹さんを囲む会「大航海時代の語学書から」

（1972年教養学科ＯＢ、現南山大学教授）

東海銀杏会主催･有志懇話会

恒例となったすばらしい音楽の世界「本郷いちょう藝術祭」。
安田講堂で、合唱、そしてオーケストラを愉しむ。贅沢な時間を届けます。
音楽部管弦楽団 14：00～14：30
柏葉会合唱団 14：30～15：00
Jazz Junk Workshop 15：00～15：30
音楽部コールアカデミー 15：30～16：00
【場所】安田講堂

本郷いちょう藝術祭

ア式蹴球部OB会「東大LB会」主催のサッカーの聖地「御殿下」で開
催されるスポーツイベントです。若手東大OBと地元の強豪文京FCと
の試合に引き続き、東京大学大学OBｖｓ.京都大学OB戦があります。
【場所】御殿下グラウンド
【時間】12：00～13：30 東大OBｖｓ.文京FC

13：30～16：00 東大OBｖｓ.京大OB

サッカー対抗戦「ホームカミングゲーム」

山小屋から届けられた素敵な写真の数 を々展示。
世界的なアルピニストの講演も予定しています。

山岳写真パネル展示
10：00～16：30 中央食堂壁面
八海醸造元会長　故南雲和雄氏撮影のヒマラヤの写真
南魚沼市在住の写真家による巻機山など魚沼の写真

講演会
15：00～16：00 中央食堂
講師　谷川太郎氏

（エベレスト・ローツェの連続登頂記録をもつ気鋭の登山家）
演題　高所登山における自己管理
【場所】中央食堂

ワンダーフォーゲル部写真展／講演会

本郷御殿下グラウンドで40年以上続くサッカー教室。お子様はぜひこちらへ。
【場所】御殿下グラウンド
【時間】10：00～12：00

少年少女サッカー教室

ユニークな名前で登場する演者の熱演に会場は大喝采。
恒例の人気企画が、今年も満を持しての登場です。
【場所】法文1号館21番教室
【時間】11：00～17：00

東大落語会「寄席」



変 わ る 変 わ ら な い 今 、 昔 、未 来 。 1 3 0 年 の 歳 月 。

旧加賀藩屋敷の名残が今なお消えぬ三四郎池

新旧の建築技術が見事に交錯している工学部2号館

大正14年以来、安田講堂内には不変の格式がある

第3、8代総長の濱尾新像から安田講堂を臨む

1514 The University of Tokyo Home Coming Day Program 2007 The University of Tokyo Home Coming Day Program 2007



2007.12.17

定価1650円（税込）ISBN978-4-06-378874-1

完売が 
予想されますので 
お早めに書店まで。 

全国書店にて 
発売開始 

予定 

東京大学130周年おめでとう！ 世界の知性＝プレジデンツ・カウンシルからのメッセージ 

（完全版） 東京大学「本郷」「駒場」「柏」ガイドマップ 

東大写真大グラフ 
私たちの研究できっといい時代にしてみせる 

大学とは未来を創る試みのフィールドだ。 
東大最強研究プロジェクトベスト14

知の最先端を行く人たちの“頭の中”を覗く 

「研究者」ベスト オブ ベスト20人 2008年版 
日本を、世界をリードする「知のアスリート」はここにいる 

東京大学165教員名鑑 

インタビュー：茂木健一郎（脳科学者）　撮影：立木義浩 

図説・分析 
「世界の知の頂点」を目指し、 
「課題解決先進国」日本をリードする！　 
挑戦のシナリオ 
教育・研究・国際連携・社会連携で東大はどう変わろうとしているのか？ 

アクション・プラン2007-2008

知らなかった！日本じゅうにある「東京大学」はコチラ！ 

全国東京大学拠点51

世界規模の知の構造化・自律・分散・協調の拠点地図 

u-tokyo＠世界 

野田秀樹 ［東大と演劇］　
　山英男［東大と教育］ 
藤原和博［東大と学校］　
押井 守 ［東大とアニメ］ 
山崎直子［東大と宇宙］ 

ブランド力は日本一・総合力は世界一 

東大の世界評価値と 
財務の完全透明初公開！ 

東京大学「データ&アクセス」ガイド 
「学ぶ」「体験する」「働く」 

「後援・支援する」「連携・連動する」 

東大にアクセスする 
5つの方法。 

数字から読みとる東京大学の『実力』と『実態』 

東京大学『大学力』 
全データ&ランキング 

東大へのメッセージ 

【永久保存版】 

東京大学130周年記念出版  
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